(仕様書番号　　　第　　　号)

	修繕工事請負契約書
	収入印紙


１．工事名 　 
２．工事場所    　　
３．工期　 　　   　　自　　　　 　　 年 　　 月 　　 日
                   　　至    　　 　　 年 　　 月 　　 日
	４．請負代金額

	十


	億

	千

	百

	十

	万

	千

	百

	十

	円



	　うち取引にかかる消費税及び地方消費税の額
	十


	億

	千

	百

	十

	万

	千

	百

	十

	円



	５．契約保証金
	十


	億

	千

	百

	十

	万

	千

	百

	十

	円



６．解体工事に要する費用等　　　別紙のとおり・該当なし
　上記の工事について、発注者　養老町　と受注者
とはおのおの対等な立場における合意に基づいて、別記工事請負契約約款によって公正な請負契約を締結し、信義に従って誠実にこれを履行するものとする。
　本契約の証として本書２通を作成し、発注者及び受注者が記名押印の上、各自１通を保有する。
　　　　 　　 年 　　 月 　　 日
 　　　　　         　発注者　養老町
           　　　　　         養老町長　 川 地　憲 元
          　　　　　　受注者　住所　　　　　　　　　　　　　　　 
                    　　　　　氏名  　　　　　　　　 　　　　　　　　　
　〔注〕　受注者が共同企業体を結成している場合
１　受注者の住所及び氏名の欄には、共同企業体の名称、代表者及びその他の構成員の住所及び氏名を記入する。
　 　　 ２　「上記の工事について、発注者　養老町　と受注者
　  　　　 とはおのおの対等な立場における合意に基づいて、別記工事請負契約約款によって公正な請負契約を締結し、信義に従って誠実にこれを履行するものとする。」とあるのは、「上記の工事について、発注者　養老町と受注者
 　　　　　　　　　　　　　とはおのおの対等な立場における合意に基づいて、別記工事請負契約約款によって公正な請負契約を締結し、信義に従って誠実にこれを履行するものとする。

また、受注者が共同企業体を結成している場合には、受注者は、別紙の共同企業体協定書により契約書記載の工事を共同連帯として請け負う。」とする。
別紙

1　分別解体等の方法
　(1)　建築物に係るもの。
　　　□解体工事の場合　　　　　　　　　□新築工事等(新築・増築・修繕・模様替)の場合
	工程ごとの作業内容及び解体方法
	工程
	作業内容
	分別解体等の方法
	工程ごとの作業内容及び解体方法
	工程
	作業内容
	分別解体等の方法

	
	建築設備・内装材
	建築設備・内装材等の取り外し
□有□無
	□手作業
□手作業・機械作業の併用

併用の場合の理由
(　　)
	
	造成等
	造成等の工事
□有　□無
	□手作業
□手作業・機械作業の併用

	
	屋根ふき材
	屋根ふき材の取り外し
□有□無
	□手作業
□手作業・機械作業の併用
併用の場合の理由
(　　)
	
	基礎・基礎ぐい
	基礎・基礎ぐいの工事
□有　□無
	□手作業
□手作業・機械作業の併用

	
	外装材・上部構造分
	外装材・上部構造部分の取り壊し
□有□無
	□手作業
□手作業・機械作業の併用
	
	上部構造部分・外装
	上部構造部分・外装の工事
□有　□無
	□手作業
□手作業・機械作業の併用

	
	基礎・基礎ぐい
	基礎・基礎ぐいの取り壊し
□有□無
	□手作業
□手作業・機械作業の併用
	
	屋根
	屋根の工事
□有　□無
	□手作業
□手作業・機械作業の併用

	
	
	
	
	
	建築設備・内装等
	建築設備・内装等の工事
□有　□無
	□手作業
□手作業・機械作業の併用

	
	その他
(　)
	その他の取り壊し
□有□無
	□手作業
□手作業・機械作業の併用
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	その他
(　)
	その他の工事
□有　□無
	□手作業
□手作業・機械作業の併用

	
	
	
	
	
	
	
	


　　　・分別解体等の方法については、該当がない場合は記載の必要がない。
　(2)　建築物以外のもの。
　　　□解体工事又は新築工事等(土木工事等)
	工程ごとの作業内容及び解体方法
	工程
(構造物等名)
	作業内容
	分別解体等の方法

	
	仮設
	仮設工事
　□有　□無
	□手作業
□手作業・機械作業の併用

	
	土工
	土工事
　□有　□無
	□手作業
□手作業・機械作業の併用

	
	基礎
	基礎工事
　□有　□無
	□手作業
□手作業・機械作業の併用

	
	本体構造
	本体構造の工事
　□有　□無
	□手作業
□手作業・機械作業の併用

	
	本体付属品
	本体付属品の工事
　□有　□無
	□手作業
□手作業・機械作業の併用

	
	その他
(　　　　　)
	その他の工事
　□有　□無
	□手作業
□手作業・機械作業の併用


　　　・分別解体等の方法については、該当がない場合は記載の必要がない。
2　解体工事に要する費用(直接工事費)
	　
	・解体工事の場合のみ記載する。

・解体工事に伴う分別解体及び積み込みに要する費用とする。

・仮設費及び運搬費は含まない。

	億
	千
	百
	十
	万
	千
	百
	十
	円
	税抜き
	

	　
	
	


3　再資源化等をするための施設の名称及び所在地
	特定建設資材廃棄物の種類
	施設の名称
	所在地

	コンクリート塊(無筋)
	　
	　

	コンクリート塊(有筋)
	　
	　

	アスファルト・コンクリート塊
	　
	　

	木材
	　
	　

	　
	　
	　

	　
	　
	　

	　
	　
	　


4　再資源化等に要する費用(直接工事費)
	億
	千
	百
	十
	万
	千
	百
	十
	円
	税抜き　・運搬費を含む。


